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熊野第二小学校通学路における信号機新規設置を

深原公園入口交差点は優先的に、初神地区の北部農道入口に
ついては引き続き強く設置要望をしていく。

Q

A 〈町長・民生部長〉
尺田 耕平議員

【
Ｑ
１
】

　

初
神
地
区
の
ビ
ク
ト

リ
ー
ワ
ン
（
パ
チ
ン
コ

屋
）
の
前
の
交
差
点
と
新

宮
地
区
の
深
原
交
差
点
の

入
口
の
交
差
点
の
２
カ
所

だ
が
、
カ
ー
ブ
で
見
通
し

も
悪
く
、
交
通
量
の
多
い

交
差
点
で
危
険
な
通
学
路

で
あ
る
。

　

長
年
、
地
元
住
民
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
か
ら
要
望
を
あ
げ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

設
置
で
き
な
い
要
因
は
。

【
Ａ
１
】

　

要
因
と
し
て
は
、
１
日

で
考
え
る
と
そ
こ
ま
で
の

交
通
量
は
な
い
と
警
察
で

も
認
識
を
も
っ
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

警
視
庁
交
通
局
長
か
ら

の
信
号
機
設
置
の
指
針
で

は
「
主
要
道
の
自
動
車
等

往
復
交
通
量
が
最
大
と
な

る
１
時
間
の
主
要
道
路
の

自
動
車
等
往
復
交
通
量
が

原
則
と
し
て
３
０
０
台
以

上
で
あ
る
こ
と
」
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
が
、
通
勤

通
学
時
間
帯
の
交
通
量
は
。

【
Ａ
２
】

　

萩
原
地
区
庄
賀
付
近
の

調
査
で
は
、
朝
７
〜
８
時

の
間
が
１
千
１
０
０
台
余

り
で
、
そ
の
他
の
時
間
帯

で
は
７
０
０
台
で
推
移
し

て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

筆
の
里
工
房
の
再
開

発
・
瀬
野
呉
線
バ
イ
パ
ス

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
２
箇
所
の
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
工
事
車
両

の
増
加
で
、
事
故
の
発
生

率
が
上
が
る
と
懸
念
さ
れ

る
が
、
仮
に
児
童
に
人
身

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

責
任
は
自
治
体
に
発
生
し

て
く
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

道
路
は
自
治
体
が
管
理

し
て
い
る
が
、
事
故
が
起

き
た
と
き
、
直
ち
に
自
治

体
の
問
題
で
あ
る
と
い
う

感
覚
は
も
っ
て
い
な
い
。

広島熊野道路
　４年後の無料化の是非

県・道路公社・広島市・町の４者協議会で解決する。

Q

A 〈町長・建設部長〉
荒瀧 穂積議員

【
Ｑ
１
】

　

永
年
の
通
勤
、
通
学
地

獄
か
ら
町
民
を
救
っ
た
広

熊
道
路
が
開
通
し
て
26

年
。

　

有
料
で
も
利
用
す
る
価

値
が
あ
る
優
良
道
で
あ

る
。

　

ま
た
、
有
無
料
の
選
択

肢
が
整
流
作
用
と
働
い
て

い
る
。
現
況
を
問
う
。

【
Ａ
１
】

　

広
島
熊
野
道
路
は
、
平

日
で
１
日
約
９
千
台
が
利

用
。
年
間
の
料
金
収
入
は

５
〜
６
億
円
で
あ
り
、
予

定
ど
お
り
平
成
32
年
12
月

に
は
償
還
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

永
年
、
議
会
が
国
会
陳

情
し
た
安
芸
バ
イ
パ
ス
立

体
交
差
化
が
実
現
す
る
。

　

道
路
は
、
原
則
無
料
だ

が
、
完
成
す
る
ま
で
無
料

化
を
延
期
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

現
況
で
無
料
化

す
れ
ば
、
矢
野
地
区
が
大

渋
滞
し
、
矢
野
住
民
や
通

勤
、
通
学
す
る
町
民
（
４

千
５
０
０
人
）
が
大
変
な

心
身
労
を
受
け
る
。

　
　
　
　

有
料
売
上
を
広

熊
道
に
再
投
資
し
、
魅
力

的
な
周
辺
整
備
が
で
き

る
。

　

例
え
ば
、
広
島
都
市
圏

玄
関
口
と
し
て
空
港
リ
ム

ジ
ン
が
通
る
「
筆
街
道
」、

「
道
の
駅
」
等
。
26
年
前

の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ

う
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
熊
野

を
望
む
良
識
あ
る
町
民
に

は
必
ず
賛
同
い
た
だ
け

る
。

　

時
は
地
域
創
生
。
町

長
・
議
員
が
熱
意
と
信
念

で
行
動
す
れ
ば
国
の
特
区

制
度
活
用
も
可
能
で
は
な

い
か
。

【
Ａ
２
】

　

広
島
熊
野
道
路
の
無
料

化
に
際
し
て
は
、
円
滑
な

交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

県
な
ど
に
要
望
し
て
い

る
。

道 路
交 通

町の道路整備計画、 最初に筆の里工房への計画は

町道出来中溝線と北部農道の交差点の改良工事に着手している。
A 〈町長・副町長〉

〈諏訪本 光 議員〉Q

【
Ｑ
１
】

　

ア
ク
セ
ス
の
面
で
も
利

用
者
が
困
っ
て
い
る
。

　

臨
時
便
等
を
走
ら
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

ア
ク
セ
ス
は
弱
い
が
、

事
業
等
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
利
用
者
数
で

は
、
バ
ス
等
の
対
策
は
難

し
い
。（
以
前
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
走
ら
せ
た
が
、

利
用
が
少
な
か
っ
た
。）

工
房
の
再
開
発
後
、
検
討

し
た
い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

工
房
へ
の
道
路
は
根
本

的
な
整
備
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
北
部
農
道
を
含

む
、
県
道
に
平
行
す
る
三

本
の
道
路
へ
、
南
北
方
向

か
ら
の
整
備
が
必
要
だ
。

【
Ａ
２
】

　

過
去
、
検
討
し
た
が
実

現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

県
道
を
補
完
す
る
南
北

方
向
の
町
道
整
備
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
に

よ
り
、
本
町
の
交
通
環
境

が
悪
化
し
な
い
こ
と
。

【
Ａ
３
】

　

県
・
市
等
で
構
成
す
る

協
議
会
で
積
極
的
に
関
与

し
た
い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
４
】

　

ト
ン
ネ
ル
に
係
る
観
点

が
県
と
本
町
で
は
異
な

る
。

本
町
の
考
え
を
ま
と
め
る

必
要
が
あ
る
。

【
Ａ
４
】

　

県
と
町
の
違
い
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
５
】

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
化
に
つ
い
て
本

町
の
考
え
は
。

【
Ａ
５
】

　

県
・
国
交
省
へ
相
談
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　

設
置
費
を
要
し
、
償
還

が
延
び
る
こ
と
か
ら
諦
め

た
。

事
由
１ 

事
由
２ 

自然に親しむ場の整備を

機会を捉えて整備検討を進めていく。

Q

A 〈町長・副町長〉
大瀬戸宏樹議員

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
の
個
性
で
あ
る

豊
か
な
自
然
を
、
多
世
代

に
わ
た
っ
て
憩
い
の
場
や

健
康
維
持
の
拠
点
と
し

て
、
今
以
上
に
活
用
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

子
育
て
世
代
の
親
水
公

園
や
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

拠
点
な
ど
を
整
備
し
て
、

熊
野
の
自
然
を
再
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

【
Ａ
１
】

　

総
合
計
画
に
基
づ
き
、

里
山
整
備
な
ど
、
自
然
に

触
れ
合
う
場
の
確
保
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
自

然
環
境
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
な
が
ら
、

機
会
を
捉
え
て
整
備
検
討

を
進
め
て
い
く
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

筆
の
里
工
房
周
辺
の
整

備
の
検
討
の
中
に
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

親
水
公
園
に
関
し
て

は
、
マ
ム
シ
な
ど
の
危
険

要
因
の
問
題
を
考
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
に
関
し
て
も
周
辺

市
町
と
足
並
み
を
揃
え
て

対
応
す
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

町
民
の
健
康
維
持
の
観

点
か
ら
も
、
里
山
な
ど
自

然
の
有
効
活
用
を
念
頭
に

入
れ
て
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

【
Ａ
３
】

　

努
力
し
て
い
く
。

産 業
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